第11回　全国遺伝子医療部門連絡会議
主催校：
東北大学
大会長：
松原洋一（東北大学名誉教授／国立成育医療研究センター研究所長）
副大会長： 川目　裕（東北大学　東北メディカル・メガバンク機構教授）
開催期日： 2013年11月23日（土）～24日（日）
開催場所： 江陽グランドホテル（宮城県仙台市青葉区本町2-3-1）

プログラム
平成25年11月23日（土）： 銀河の間（４階）
　　16:30-16:40 
開会挨拶　　松原洋一　（東北大学名誉教授／国立成育医療研究センター研究所長）

　　　　　　　　主催校挨拶　下瀬川 徹 （東北大学病院長）
                来賓挨拶　　小野賢志　（文部科学省医学教育課課長補佐）

テーマ：「広がる遺伝子医療の役割」
　　16:40-17:40　講演１　遺伝子医療の基盤整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：松原洋一
　
　全国遺伝子医療実施施設検索システム　　　　　　　         高田史男（北里大学教授）

　　　　　東北メディカル•メガバンク機構における人材育成について　　鈴木洋一（東北大学）
　　17:50-18:20　講演２　HBOCと遺伝子医療　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：高田史男
　　　　　乳がんガイドラインと遺伝子医療　　　　　　  　　         中村清吾（昭和大学教授）
　　18:20-19:20　講演３　NIPT対策動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：川目　裕
　　　　　無侵襲的出生前遺伝学的検査（NIPT）
　　　　　　　―指針策定までの道のりと今後の課題― 
        　 久具宏司（東邦大学教授）
　　　　　NIPTを開始して　  　　　　　　　　　　　　　　           関沢明彦（昭和大学教授）

（追加コメント）北米の状況　　　Brian G. Skotko, M.D., M.P.P.（マサチューセッツ総合病院）

　　　　 （なお、23日（土）12:50～13:40　日本人類遺伝学会第２会場にて、 Skotko先生の教育講演「Keeping 
　　　　　　Children and Adolescents with Down Syndrome Healthy: Medical Updates for Physicians」

　　　　　　が行われます）

　　19:20-19:25  来賓挨拶　　亀田義人　（厚生労働省雇用均等•児童家庭局母子保健課課長補佐）
　　19:30-20:30　懇親会　
平成25年11月24日（日） 
　　 9:30-11:30　代表者ワークショップ（課題解決のための提言案の作成）
　　　　　　テーマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター　　　　　 会場
1) 遺伝医学教育　　　　　　　　　　　　　　　　
櫻井晃洋（札幌医科大学）　千歳の間（4F）
2）遺伝学的検査をめぐる諸問題　　　　　　　　　
中山智祥（日本大学）　　　 真珠の間（4F）
3）出生前診断への対応　　　　　　　　　　　　　
三宅秀彦（京都大学）　　　 天平の間（5F）
4）発症前診断への対応　　　　　　　　　　　　　
難波栄二（鳥取大学）　　　 琥珀の間（4F）
5) パーソナルゲノム解析時代の遺伝子診療　　　　
布施昇男（東北大学）　　　　羽衣の間（4F)
6）ファーマコゲノミクスへの対応　　　　　　　　
渡邉　淳（日本医科大学）　  飛鳥の間（3F）

11:30-12:20　地域ブロック代表者懇談（昼食）
12:20-13:00　総会（維持機関会員施設代表者会議）：銀河の間（4F）
　　13:00-13:05  来賓挨拶　　　八重樫伸生（東北大学 東北メディカル・メガバンク機構副機構長）
　　　　　　　　　　　　　 亀田義人　（厚生労働省雇用均等•児童家庭局母子保健課課長補佐）

13:05-15:00  ワークショップのまとめ、総合討論        座長：福嶋義光、松原洋一、川目　裕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講演者・各ワークショップのコーディネーター）
情報交換
「遺伝子医療実施施設検索システム」
各遺伝子医療部門で行うこと
　　　　　遺伝子診療部門へ認定遺伝カウンセラーの雇用
関連学会との協力
国の機関に要望すること
その他
15:00　閉会

